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11 月の月例会報告

「江戸東京・伝統野菜」講座
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場
　

所
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八
東
京
南
新
宿
ビ
ル
　

３
階

江
戸
東
京
・
伝
統
野
菜
研
究
会

代
表
　

大
竹
道
茂
氏

内
　

容
　

江
戸
東
京
野
菜
に
は
物
語
が
あ
る

を
テ
ー
マ
に
伝
統
野
菜
「
江
戸
東
京

野
菜
」
と
は
。
人
の
手
に
よ
っ
て
種

か
ら
種
へ
と
命
を
つ
な
ぎ
つ
づ
け

る
東
京
の
伝
統
野
菜
の
物
語
に
つ

い
て
、
そ
し
て
育
成
に
ま
つ
わ
る
文

化

や
見

分
け

方
、

特

性

な
ど

に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講
師
を
務
め
て
い
た
だ
い
た
江
戸
東
京

・

伝
統
野
菜
研
究
会
の
大
竹
道
茂
さ
ん
は
ブ
ロ

グ

「
江
戸
東
京
・
野
菜
通
信
」
で
情
報
発
信

を
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
江
戸
・
東
京
野
菜
」
は
「
江
戸
期
か
ら

始

ま

る
東

京

の
野
菜
文
化
を
継

承
す

る
も

の
」
、
「
江
戸
の
都
か
ら
、
多
摩

地
区
を
含
め

た
東
京
で
、
栽
培
さ
れ
て
き
た
野
菜
」
、
「
固

定
種
、
又
は
従
来
の
栽
培
法
等
に
由
来
す
る

野
菜
等
」
と
定
義
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

今
回
の
講
座
で
は
「
江
戸
・
東
京
野
菜
」

に
関
す

る
様

々
な
由
来
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
な
ど

に
つ
い
て
お
話
し
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

江
戸
時
代
に
尾
張
か
ら
種
を
取
り
寄
せ
て

栽
培
が
始
ま
っ
た
「
練
馬
大
根
」
は
後
に
庄

内
地
方
で

も
栽
培
さ

れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と

い
い
ま
す
。
ま
た
神
奈
川
県
で
現
在
栽
培
さ

れ
て
い
る

「
ご
。浦
大
根
」
は
「
練
馬
大
根
」

と
地
元

の
「
高
円
坊
」
と
い
う
品
種
を
か
け

あ
わ
せ
た
も
の
だ
と
い
い
ま
す
。

そ
の
他
徳
川
八
代
将
軍
吉
宗
が
鷹
狩
に
出

か
け
た
時
に
出
会
っ
た

「
三
河
島
菜
」
や
早

稲
田
界
隈
に
畑
が
あ
っ
た

‐‐
1早
稲
田
ミ

ー
ウ

ガ
」
、
現
在
は
新
宿
御
苑
に
な
っ
て

い
る
内
藤

家
の
菜
園
で

栽
培
が
始

ま
っ
た
「
内
藤
ト
ウ

ガ
ラ

シ
」
に
つ
い
て
も
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

お土産に頂いた内藤トウガラシ．亀戸ダイコン、

コマツナ

参
加
さ
れ
た
神
山
み

ど
り
さ
ん
（
カ
リ

ス
（

Ｉ
ブ
ス
ク
ー
ル
在
籍
）
の
コ
メ
ン
ト

題
名
通
り
江
戸
東
京
伝
統
野
菜
に
は
、

確
か
に
物
語
が
あ
っ
た
’・

約
２
時
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
の
大
竹
先
生

の
お
話
は
盛
り
沢
山
で
、
お
っ
と
言
う
間

で
し
た
。

古
地
図
で
見
る
と
今
の
埋
め
立
て
ら
れ

る
前
の
江
戸
の
町
は
海
岸
で
、
そ
こ
に
は

浜
大
根
が
沢
山
自
生
し
て
い
た
そ
う
だ
：

も
し
か
し
た
ら
、
あ
な
た
が
毎
口‥
何
気
な

く
歩
い
て
い
る
道
端
に
も
、
大
根
の
可
愛

ら
し
い
花
が
咲
い
て
い
る
か
も
’・

江
戸
時
代
の
人
た
ち
も
こ
れ
と
同
じ
野

菜
を
食
べ
て
い
た
の
か
し
ら
？
と
、
少
し

の
歴
史
ロ
マ
ン
を
感
じ
な
が
ら
お
土
産
の

亀
戸
人
根
と
小
松
菜
を
美
味
し
く
い
た
だ

き
ま
し
た
。

大
竹
道
茂
先
生
け
じ
め
企
画
さ
れ
た
皆

様
、
本
当
に
お
疲
れ
様
＆
有
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

第
２
弾
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

日比谷に人江を埋めがてて

出来たお濠
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TEL　03 －5220 －3921

JR 東 京 駅 南||　 徒 歩 ５ 分

JR 有 楽 町 駅 国 際 フ ォ ー ラ ム 目　 徒 歩 ３ 分

ｒ 代 田 線　 二 車 橋 前 ］番 出 口　 徒 歩 ３ 分
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2018 新春ランチの会

川S イベント委貝会　 月例会

｢学んで食す　江戸東京・伝統野菜｣
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写真はイメージです

人の于によって種から種へと命をつなぎつづける東京の伝統野菜の物語をミクニレストランで食しながら

三国清ごシェフ（予定）と江戸東京・伝統野菜研究会の大竹道茂代表からお話し頂きます。

お申込みは

お電話・ＥＡＸ ・ メールにて事務局までお願いいたします。

食女ｉ　氏名、会員番U･、携催lb、メール　 営舎ｉ

参加定員を確認後、お振り込みをお願いいたします。

入金の確認をもってIH式受付とさせていただきます。

お申込み締切り　１月10 日（水）に の日までご入金の方）

なお、キャンセルも１月10 日までとさせて頂きます。

定員　40 名

参加費　会員　5,500 円　　一般　6,000 円

振込先 ：ゆうちよ銀行　ジャパンハープソサエティー

記号番号:00120 －3－571781

お 申し込み　 お問い合 わせ は　JHS 事務局

ＴＥＬ　０３･5212･4300　:ＦＡＸ０３-5212-4301

‾訂正］参加費　会｡員5500 円　　一般　6000 円に変更になります。

お詫びし,汀正させていただきます。
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